2010年7月6日

《食品/品質管理・製造技術》

職務経歴書
氏名　○○　○○
	○○○株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1
会社概要：所在地東京都/ 資本金XX 円/ 従業員数XXXX 人
事業内容：乳製品・加工食品製造販売

	199X 年4 月
	新人研修
ビジネスマナー・製造実習・設備/検査機器の取扱に関する研修

	199X 年6 月
	生産部製造技術グループ乳製品・乳飲料製造○○工場に配属　　　　　※2
○○工場：スタッフ数XX 名／生産量XX,XXX（KL）／土地面積X,XXX ㎡
①攪拌混合装置の保守点検・メンテナンス
②原料調合・充填の工程管理、生産調整のためのプログラム変更
③新規◇◇社製純水製造装置導入、作業手順書・操作マニュアル作成
④「5S 徹底委員会（社内組織）」の部門リーダーを担当

	200X 年4 月
	○○工場リニューアル設備チーム配属①設備導入。制御プログラムチェック。
各機器レイアウト調整
②従業員に対する新設備の講習会を企画
③□□社製濾過装置（主担当）の安定適正化
④安全対策マニュアル作成。火災訓練の企画・実施運営

	200X 年4 月
	品質管理部に異動清涼飲料水・甘味料製造△△工場に配属
△△工場：スタッフ数XX 名／生産量XX,XXX（t）／土地面積X,XXX ㎡
①HACCP 対応品質管理の促進・マニュアル改訂
②生産製品の品質保全・改善業務　　　　　　　　　　　　　　　　　※3
（微生物検査・防虫対策・防塵対策）
③物性検査・成分検査
粘度・糖度・酸度・濃度・安定剤混入率の測定、原材料表示の仕様決定
④透析装置（EDR）の導入
⑤衛生意識向上のための講習会を実施
⑥殺菌処理後の成分変化テスト・官能テスト、処理スピードの適正化
⑦クレーム対応月次・年次レポートを作成

	200X 年4 月
	品質管理部グループリーダー（主任）に昇格
上記に加え、以下の業務をおこなう
①全社品質管理水準の標準化委員会に参加
②従業員・部員の指導育成
昆虫、微生物、異物混入のケーススタディ講習を実施
③○○社主催食品管理技術関連のシンポジウムに参加

④業務用自販機の品質管理に関する勉強会の発足


《業務改善の成果》　　　※4
①従業員の衛生管理徹底
混入の80%以上が人的ミスによるものであるこ
とに着目し、衛生講習会の定例化。ゲーム形式
で従業員同士がチェックを行うルールづくりを
行う。

②新設備導入時の安全訓練の実施
導入前から計画を進め、設備の稼働と同時に訓
練を行う。

③開発へのフィードバック
材料の混合不具合と、一部完成した飲料に澱が
残る点について、設備的な観点から開発側に改
善提案を行う。

《自己ＰＲ》
製造技術と品質管理を経験し、食品生産に関わる工場での業務は一通りの知識があります。

特に、在籍中に工場のリニューアルや生産ライン増による設備導入があったため、新しくラインを立ち上げるまでの設備調整と品質管理工程の確立に自信があります。

品質管理部では、もっとも生産ラインと密にコミュニケーションをとっていたため、現場からの声を吸い上げる役割を果たしていました。

生産ラインのスタッフには、上からの押しつけではない衛生指導を行い、共感を得ることができていたと思います。

※1　工場の規模、担当した業務は漏らさずに記載しましょう。キャリアに関する基礎情報になります。

※2　同じ企業の中でも、工場によって設備は大きく違っています。何を作っていた、どういう工場なのかを記載しましょう。

※3　品質管理、製造技術、生産設備など、企業ごとに名称が違い、その内実も様々です。相手に伝わるように業務内容を詳細に記載しましょう。

製造技術・品質管理の中でどの位の幅の業務をこなしていたのかを書くことが大切です。

※4　業務の詳細だけでなく、どういう結果が出たのかが分るようにします。

業務により何がどう変わったのか、成果を伝えることで採用側のニーズに応えられることを具体的にアピールできます。

抜き打ち検査による5S ルール遵守率が大幅にアップ。





設備導入時のモデルケースとして、その後の社内研修の事案に取り上げられる。機器メーカーからも評価を受ける。





レシピはリニューアル。また、この件が社内広報された結果、類似する問題が他製品でも起きていることが判明。改善につながる。








